
コロナウイルス感染予防について 

 

国立感染症研究所ホームページより 

 https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/9303-coronavirus.html 

 

上記表のように、コロナウイルスは通常の風邪の原因にもなるウイルスです。今回の新型はそのうちの

一種 (2019-nCoV、仮名) です。予防や感染拡大の方法は通常の風邪予防と変わりません。厳重にやる、

という点だけが異なります。 

 

左は、pH 6.0 の微酸性水を用いた TGEVの感染性不活化

試験です（社内試験資料です）。TGEV はコロナウイルス

科コロナウイルス属に属するウイルスです。ウイルス含有

量は、対数で表示しています。有効塩素濃度 100 ppm, 200 

ppmでは、10秒間接触させると 1mLあたり 100,000個あ

ったウイルスが、検出限界値（30個）以下になっています。

非常によく効いています。グラフのウイルス量 5 は

105=100,000 を表し、4 は、104=10,000 を表しています。 

 

1mL あたり 100,000 個のウイルスというのは試験のため

に作成した状況で、非常に濃厚にウイルスが存在する環境です。50 ppm でも 10 秒間の接触で 1mL あ

たり 100,000 個あったウイルスが、10,000 個まで減っています。90,000 個減っているということです。

50 ppm 以上の有効塩素濃度の微酸性水はコロナウイルスの感染性を不活化させると考えてよろしいか

と思われます。 
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